
一般社団法人 雄飛会（福岡工業大学同窓会）会報 令和2年12月11日発行1
F u k u o k a  I n s t i t u t e  o f  Te c h n o l o g y  A l u m n i  A s s o c i a t i o n

一般社団法人 雄飛会（福岡工業大学同窓会）会報 令和2年12月11日発行 12

http:/ /www.fit .ac. jp/dousoukai/ http:/ /www.fit .ac. jp/dousoukai/

vol.

27
一般社団法人 雄飛会
（福岡工業大学同窓会）会報

TEL/FAX
E-mail
URL

発　行

092-608-5982
dousoukai@fit.ac.jp
http://www.fit.ac.jp/dousoukai/

〒811-0295　福岡市東区和白東3-30-1
一般社団法人 雄飛会（福岡工業大学同窓会）／会報編集委員会

新型コロナウイルスの影響により社会活動が自粛を余儀なくされる中「雄飛」もページ数を縮小し、何とか発行すること
ができました。これもひとえに皆様方の御協力のおかげと感謝申し上げます。今後もコロナ禍が続くと思われますので、
皆様方におかれましても健康に十分注意され次回の交流会（広島）で元気にお会いすることを楽しみにしております。

編集後記

 （令和2年６月～ ）令和2年度 代議員一覧
会 　 長

副 会 長

事 務 局 長

事務局次長

理 　 事

理 　 事

理 　 事

監 　 事

監 　 事

福 岡 支 部

福 岡 支 部

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 支 部

筑 後 支 部

福 岡 支 部

福 岡 県

福 岡 県

関 東 ブ ロ ッ ク

関 東 ブ ロ ッ ク

東 海 ブ ロ ッ ク

関 西 ブ ロ ッ ク

関 西 ブ ロ ッ ク

中 国 ブ ロ ッ ク

四 国 ブ ロ ッ ク

福 岡 支 部

福 岡 支 部

北 九 州 支 部

筑 豊 支 部

長 崎・佐 賀・大 分

熊本・宮崎・鹿児島

沖 縄 県 支 部

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

福 岡 県

企画・広報部

組織支援部

組織支援部

学生支援部

組織支援部

企画・広報部

学生支援部

役　　職氏　　名 選出地域専門部会卒年科

相 談 役

小 栁 　 辰 生

米 倉 　 和 實

桑 原 　 雅 浩

本 行 　 義 洋

田 中 　 睦 教

外 山 　 吉 計

楠 本 　 總 幸

齋 藤 　 文 親

松 尾 　 正 博

滝 石 　 義 礼

石 黒 　 佳 一 郎

石 田 　 裕 人

大 明 　 孝 雄

川 谷 　 伸 一

藤 本 　 正 宏

岩 岡 　 一 平

小 口 　 幸 一

萩 田 　 寛 司

小 柳 　 礼 二 郎

出 水 　 貴 之

柴 田 　 廣 樹

増 水 　 紀 勝

宮 城 　 洋 一

橘      豊 文

松 尾 　 一 壽

小 松 　 時 浩

藤 野 　 和 美

笹 原 　 文 仁

矢 羽 田 誠 一

倉 光 　 真 紀

百 原 　 武 敏

7 0 電 子

7 0 電 子

8 3 電 気

8 4 通 信

6 6 電 子

7 1 通 信

7 1 通 信

6 7 電 子

6 9 電 子

7 6 電 気

7 2 通 信

7 9 電 子

7 0 電 子

9 0 機 械

7 9 電 子

8 5 材 料

7 1 電 子

7 2 電 子

7 4 電 子

0 0 情 報

7 3 通 信

6 7 電 子

7 5 通 信

6 9 電 子

7 1 電 子

8 6 管 理

9 2 電 気

0 7 通 信

6 9 短 大

9 2 短 大

6 7 電 子

財務部兼
FITMUSEUM事業部

決算・予算報告

会費

雑収入

前年度預り金

当年度預り金

年度収入合計

前年度繰越金

収　入　合　計

22,100,000

67,824

△2,590

2,790

22,168,024

102,533,832

124,701,856

大会費

理事会費

企画・広報費

組織支援費

学生支援費

事務局費

特別記念事業費

予備費

年度支出合計

次年度繰越金

支　出　合　計

0

732,945

4,123,540

4,405,933

1,113,840

6,290,982

13,000,000

409,729

30,076,969

94,624,887

124,701,856

令和元年度収支計算書（Ｈ31.4.1～R2.3.31）

収入の部 支出の部

令和元年度決算 単位：円

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

現金

普通預貯金

定期預貯金

合　　　　計

125,289

27,199,598

67,300,000

94,624,887

預り金

前期繰越正味財産

　任意積立金

　特別記念事業費積立金

当期正味財産増減額

合　　　　計

2,790

102,531,042

94,332,880

8,198,162

△7,908,945

94,624,887

令和元年度貸借対照表（R2.3.31現在）

資産の部 繰越金の部

単位：円

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

現金・普通預貯金

定期預貯金

合　　　　計

35,233,832

67,300,000

102,533,832

△7,908,945

0

△7,908,945

27,324,887

67,300,000

94,624,887

期中増減額（Ｈ31.4.1～R2.3.31） 単位：円

区　　　　分 Ｈ31.4.1現在 期中の増減 R2.3.31現在

※任意積立金は基本金、動向調査費積立金、同窓会館建設費積立金等の項目を合算表示しています。

会費

雑収入

R1年度預り金

R2年度預り金

年度収入合計

前年度繰越金

収　入　合　計

20,560,000

15,000

△2,790

2,790

20,575,000

94,624,887

115,199,887

大会費

理事会費

企画・広報費

組織支援費

学生支援費

FIT Museum事業費

事務局費

特別記念事業費

予備費

年度支出合計

次年度繰越金

支　出　合　計

2,000,000

370,000

4,200,000

3,800,000

9,000,000

4,900,000

5,241,000

0

1,000,000

30,511,000

84,688,887

115,199,887

令和2年度収支予算（R2.4.1～R3.3.31） 

収入の部 支出の部

令和2年度予算 単位：円

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

１
．募
金
・
名
簿
な
ど
の
勧
誘
に
つ
い
て

　

民
間
の
広
告
会
社
よ
り「
大
学
・
同
窓
会
の
新
聞
広

告
を
掲
載
し
た
い
の
で
寄
付
し
て
欲
し
い
」と
い
う
趣

旨
の
電
話
に
よ
る
勧
誘
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、そ

の
金
額
も
２
万
円
前
後
と
高
額
の
よ
う
で
す
。ま
た
、民

間
の
出
版
社
よ
り「
福
岡
工
業
大
学
総
合
名
鑑
を
発
行

す
る
の
で
、あ
な
た
の
情
報
を
提
供
し
て
欲
し
い
」と
い

う
勧
誘
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。同
窓
会
で
は
寄

付
や
名
簿
に
関
す
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、理
事
会

お
よ
び
社
員
総
会
の
決
議
を
経
て
責
任
の
所
在
を
明

確
に
し
て
、必
ず
文
書
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、

右
記
の
よ
う
な
勧
誘
に
対
し
て
は
、同
窓
会
本
部
で
は

何
ら
関
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
願
い
ま
す
。

２
．異
動
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
年
発
行
さ
れ
る
会
報「
雄
飛
」や
交
流
会
案
内
な

ど
が
皆
様
の
手
元
に
確
実
に
届
く
た
め
に
、正
し
い
住

所
の
把
握
が
必
要
で
す
。皆
様
の
住
所
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
の
変
更
や
改
姓
な
ど
に
よ
り
異
動
が
生
じ
た
と

き
は
、
同
窓
会
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
る
と
幸
い
で

す
。
異
動
の
ご
連
絡
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.fit.ac.jp

/d
o
u
so
u
kai/

）の『
住
所
変

更
の
ペ
ー
ジ
』か
ら
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、電
子
メ

ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
葉
書
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
異
動（
転
居
）が
な
く
て
も
、会
報「
雄
飛
」等
が
届
か

な
い
場
合
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

３
．会
報「
雄
飛
」へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。会
員
の
近
況
・
就
職
支
援
情
報
、会
報

「
雄
飛
」に
関
す
る
感
想
、そ
の
他
ご
質
問
・
ご
要
望
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、ど
し
ど
し
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

一
般
社
団
法
人　

雄
飛
会（
福
岡
工
業
大
学
同
窓
会
）事
務
局

〒
8
1
1
ー
0
2
9
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福
岡
市
東
区
和
白
東
3
ー
3
0
ー
1

T
E
L　

0
9
2
ー
6
0
8
ー
5
9
8
2（
直
通
）

F
A
X　

0
9
2
ー
6
0
8
ー
5
9
8
2

e
ー
m
ail　

do
uso
ukai@

fit.ac.jp
事
務
局
よ
り

一
、
学
徒
の
品
性
を
陶
冶
し

　
　

真
の
国
民
と
し
て
の

　
　

教
養
を
啓
培
す
る

一
、
宇
宙
の
真
理
を
探
求
し

　
　

こ
れ
を
実
生
活
に
応
用
し
て

　
　

社
会
に
貢
献
す
る

一
、
人
類
至
高
の
精
神
、
自
由
平
和
信
愛
を

　
　

基
調
と
し
て
世
界
に
雄
飛
す
る

　
　

人
材
を
育
成
す
る

建
学
の
綱
領

立花山と朝日（美和台1丁目付近より撮影/撮影者：桑原）
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会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
常
日
頃
、
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
ご
尽
力
賜
り
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
ご
存
知
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
社
会

の
シ
ス
テ
ム
の
す
べ
て
が
試
行
錯
誤
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
機
関

も
例
外
で
は
な
く
、
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
併
用
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
大
学
と
は
何
か
、
短
期
大
学
と
は
何
か
の
本
質

を
問
わ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
学
園
に
於
い
て
は
「
建
学
の
綱

領
」
と
「
F
o
r 

a
l
l 

t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
」
の
理
念
を
再

確
認
し
、
教
職
協
働
で
遺
漏
な
き
よ
う
対
応
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

母
校
は
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
順
調
に
発
展
を

遂
げ
て
お
り
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
一
度
母
校
を
訪
ね
て

輝
か
し
い
青
春
を
思
い
起
こ
し
て
下
さ
い
。
母
校
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
現
在
の
仕
事
や
生
活
に
お
い
て
励
み
に
な
る
筈
で
す
。
私
は
大
学
お

よ
び
短
期
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
夢
を
育
み
、
物
事
の
本
質
を
探
究

し
、
生
涯
の
友
を
得
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
最
後
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
人
生
に
不
可
欠
な
知
的
財
産
と
言
え
ま
す
。
こ
の
知
的
財

産
の
具
現
化
が
同
窓
会
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
学
の
神
髄
は
自
主
独
立
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
学
園
と
同
窓

会
と
の
強
い
絆
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
末
尾
な
が
ら
、
会
員
皆
様
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
世
界
中
の
国
々
が

感
染
防
止
に
翻
弄
さ
れ
、藁
に
も
縋
る
想
い
で
種
々
の
施
策
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
安
定

し
た
共
存
が
で
き
る
社
会
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
開
催
予
定
の「
交
流
会
」は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
状
況
を
鑑
み
、皆
様
の
健
康
保
持
を
第
一
に
考
え
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。「
定
時
社
員
総
会
」は
代
議
員
が
一
堂
に

会
し
て
の
総
会
に
替
え
て
、書
面
に
よ
る
決
議
を
行
う
こ
と
に

し
、議
案
7
件
全
て
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。代
議
員
の
皆
様
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
F
I
T 

M
U
S
E
U
M
の
現
況
」

同
窓
会
の
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す

「
F
I
T 

M
U
S
E
U
M
」（
音
と
モ
ノ
づ
く
り
の
歴
史
資
料

館
）は
機
器
の
展
示
作
業
も
完
了
し
、開
館
を
待
つ
状
況
で
す
。

し
か
し
、開
館
時
期
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
来
場

者
の
安
全
確
保
の
目
処
が
つ
く
ま
で
延
期
の
予
定
で
す
。開
館

の
暁
に
は
皆
様
に
見
学
い
た
だ
き
、ご
理
解
ご
支
援
の
力
で

「
F
I
T 

M
U
S
E
U
M
」を
雄
飛
会
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
困
窮
学
生
支
援
に
つ
い
て
」

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、母
校
は
後
期
に
入
っ
て
も
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
防
止
の
た
め
、学
生
に
対
し
て
は
主
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
遠
隔
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
後
も
経
済
活
動
の
自
粛
が
続

く
中
、後
輩
達
は
ア
ル
バ
イ
ト
等
が
制
限
さ
れ
経
済
的
な
生
活

不
安
を
抱
え
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り
、後
輩
達
の
こ
の
未
曽
有

の
危
機
に
対
し
、同
窓
会
と
し
て
支
援
を
検
討
、窮
状
の
緩
和

策（
救
済
支
援
金
と
し
て
8
0
0
万
円
を
拠
出
）を
6
月
の
総

会（
書
面
決
議
）に
諮
り
、代
議
員
全
員
の
賛
同
を
頂
き
ま
し

た
。こ
の
救
済
支
援
金
は
国
の
補
助
金
制
度
を
活
用
す
る
形
で

学
校
を
経
由
し
て
困
窮
学
生
に
給
付
さ
れ
ま
す
。内
容
は
、支

援
額
一
人
10
万
円
・
対
象
者
３
５
０
名
で
10
月
１
日
か
ら
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
同
窓
会
本
部
の
現
況
」

①
今
年
中
止
に
な
り
ま
し
た「
交
流
会
」は
令
和
3
年
6
月
に

広
島
に
て
開
催
予
定
で
す
。

②
理
事
が
1
名
増
え
て
7
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。新
任
は
84

年
通
信
卒「
本
行
義
洋
」氏
で
す
。

③
代
議
員
退
任
者
北
村
敏
幸
氏（
26
年
間
）、松
岡
伸
一
郎
氏（
16

年
間
）両
氏
に
は
代
議
員
と
し
て
同
窓
会
発
展
の
た
め
に
長
き

に
亘
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

④
宮
崎
県
支
部
統
廃
合
に
つ
い
て
、延
岡
支
部
と
宮
崎
支
部
が

合
併
し
、令
和
２
年
度
か
ら
宮
崎
県
支
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

⑤
会
報「
雄
飛
」の
全
会
員
様
へ
の
紙
媒
体
で
の
配
布
は
、今
年

度
で
最
後
に
な
り
ま
す
。令
和
3
年
度
以
降
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
み
に
い
た
し
ま
す
。ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
同
窓
会
は
今
年
55
年
を
迎
え
ま
す
。母
校
の
発
展
な
く
し
て

同
窓
会
単
独
で
の
発
展
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。我
々
同
窓
生
に
で

き
る
こ
と
は
、入
学
志
願
者
を
増
や
す
こ
と
や
就
職
先
の
斡
旋

な
ど
の
支
援
で
す
。小
さ
な
情
報
で
も
集
ま
れ
ば
大
き
な
パ
ワ

ー
に
な
り
ま
す
。ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
母
校
の
現
況
」

①
入
学
志
願
者
数
が
14
年
連
続
で
増
加
記
録
更
新
中
、一
般
入

試
の
難
易
度
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
就
職
関
連
指
標
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
、上
場
企
業
・
大
手
中

堅
企
業
へ
の
就
職
シ
ェ
ア
率
７
２
．４
％
を
示
し
て
い
る
。

③
教
育
・
研
究
へ
の
積
極
投
資
を
推
進
し
な
が
ら
も
15
年
連
続

し
て
経
常
収
支
黒
字
を
維
持
。経
営
・
財
務
運
営
に
つ
い
て
格

付
会
社（
Ｒ
＆
Ａ
，Ｊ
Ｃ
Ｒ
）に
よ
り「
Ａ
＋
」と
高
い
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
他
に
も「
人
材
育
成
の
教
育
力
」・「
社
会
の
様
々
な
課

題
解
決
に
貢
献
」な
ど
学
外
か
ら
の
評
価
も
年
々
上
が
り
、他

大
学
に
負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、「
雄
飛
会
」が
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
で
盤
石
な
組

織
と
な
り
、「
皆
様
の
拠
り
所
」に
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。

同
窓
会
会
長
挨
拶

福
岡
工
業
大
学

福
岡
工
業
大
学
短
期
大
学
部

学
長
挨
拶

会
長　

小
栁 

辰
生

下
村　

輝
夫

学
長

（
昭
和
45
年
電
子
工
学
科
卒
）

山口県支部会員のみなさまへ
令和2年度　山口県支部総会・懇親会は中止致します。

予告

北 海 道 支 部

関 東 本 部

東 海 本 部

関 西 本 部

鳥取県支部

島根県支部

岡山県支部

広島県東支部

広島県西支部

徳島県支部

香川県支部

愛媛県支部

高知県支部

山口県支部

有松　義勝（71・通信）

滝石　義礼（76・電気）

石田　裕人（79・電子）

大明　孝雄（70・電子）

金川　　純（77・電気）

澤田　　一（74・材料）

名合　憲司（81・通信）

藤井　敏博（74・管理）

藤本　正宏（79・電子）

小畑太一郎（78・電気）

羽坂 敏弘（75・電子）

山地 正博（76・電気）

岩岡 一平（85・材料）

山本 俊平（78・電子）

北海道全域

茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・
神奈川県・山梨県

長野県・岐阜県・静岡県・愛知県・三重県

富山県・石川県・福井県・滋賀県・京都府・大阪府・
兵庫県・奈良県・和歌山県

鳥取県全域

島根県全域

岡山県全域

福山市・尾道市・三原市・府中市・庄原市・
神石郡神石高原町・世羅郡世羅町

広島市・東広島市・呉市・廿日市市・三次市・大竹市・
竹原市・安芸高田市・江田島市・安芸郡府中町・
安芸郡海田町・安芸郡熊野町・安芸郡坂町・豊田郡
大崎上島町・山県郡安芸太田町・山県郡北広島町

徳島県全域

香川県全域

愛媛県全域

高知県全域

山口県全域

沖 縄 県 支 部

佐賀県支部

長崎県支部

大分県支部

熊本県支部

宮崎県支部

鹿児島県支部

福 岡 県
福 岡 支 部

福 岡 県
北九州支部

福 岡 県
筑 後 支 部

福 岡 県
筑 豊 支 部

小口 幸一（71・電子）

木村 征洋（67・電子）

西山 友幸（71・電気）

出水 貴之（00・情報）

牧瀬亥一郎（69・電子）

松尾 裕幸（72・機械）

柴田 廣樹（73・通信）

中本 龍二（76・通信）

猿渡三喜男（75・機械）

増水 紀勝（67・電子）

宮城 洋一（75・通信）

福岡市・春日市・太宰府市・大野城市・筑紫野市・
糸島市・古賀市・宗像市・福津市・糟屋郡宇美町・
糟屋郡粕屋町・糟屋郡篠栗町・糟屋郡志免町・
糟屋郡久山町・糟屋郡新宮町・糟屋郡須惠町・
那珂川市

北九州市・中間市・行橋市・豊前市・遠賀郡芦屋町・
遠賀郡岡垣町・遠賀郡遠賀町・遠賀郡水巻町・
京都郡苅田町・京都郡みやこ町・築上郡上毛町・
築上郡築上町・築上郡吉富町

久留米市・小郡市・朝倉市・八女市・大牟田市・
柳川市・大川市・筑後市・うきは市・みやま市・
朝倉郡筑前町・朝倉郡東峰村・三井郡大刀洗町・
三潴郡大木町・八女郡広川町

飯塚市・田川市・直方市・嘉麻市・宮若市・
嘉穂郡桂川町・鞍手郡鞍手町・鞍手郡小竹町・
田川郡福智町・田川郡糸田町・田川郡大任町・
田川郡川崎町・田川郡香春町・田川郡添田町・
田川郡赤村

佐賀県全域

長崎県全域

大分県全域

熊本県全域

宮崎県全域

鹿児島県全域

沖縄県全域

■福岡工業大学同窓会（一般社団法人雄飛会）支部一覧 （令和2年12月現在）

　全国に25のブロック・支部が結成され、世代を超えた会員相互の親睦を図る活動をしています。あなたが所属する支部から「支部総会」等の案内が届きましたら、
同窓生を誘って世代を超えた出会いの時間を過してください。   

「令和３年６月１９日（土）１２時～」
に開催する予定となりました。

福岡工業大学同窓会（一般社団法人雄飛会）
交流会　開催予定のお知らせ

新型コロナウイルス感染症の影響により延期になっておりました、
同窓会交流会（広島県広島市 広島ガーデンパレス）を

※開催が決定しましたら、例年通り4月下旬～5月上旬に「同窓会交流会のご案内」を
送付いたします。
　なお、開催中止または延期の場合は、同窓会ホームページ上にてご案内いたします。
郵送等の個別の連絡は行わない予定ですので、予めご了承ください。
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家庭用
電化製品

SONY コーナー

世界のラジオ 真空管

試聴コーナー

出入口
カメラ

時　計
往年の
音響機器

蓄音機と

磁気録音機
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平
成
22
年
11
月
に
現
在
の
本
部
棟
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
10

年
が
経
過
し
た「
音
と
モ
ノ
づ
く
り
の
歴
史
資
料
館
」
の
改
装

工
事
が
完
了
し
、
展
示
数
を
改
装
前
の
八
五
〇
点
か
ら
一
二
〇

〇
点
へ
と
大
幅
に
充
実
さ
せ
て
装
い
も
新
た
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ
Ｍ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
現
在
ま
で
開

館
を
見
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
で
は
、
音
響
、
時
計
、
カ
メ
ラ
、
お

よ
び
真
空
管
な
ど
、
こ
こ
一
四
〇
年
の
間
に
製
作
さ
れ
た
歴
史

的
に
非
常
に
価
値
あ
る
機
器
を
動
態
保
存
し
て
い
ま
す
。
一
〇

〇
年
以
上
前
に
製
作
さ
れ
た
エ
ジ
ソ
ン
の
レ
コ
ー
ド
や
今
で
は

新
装
「
音
と
モ
ノ
づ
く
り
の
歴
史
資
料
館
」

ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
鋼
線
式
録
音
機
の
原
音
、

試
聴
コ
ー
ナ
ー
で
は
往
年
の
名
機
に
よ
る
演
奏
を
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、従
来
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、

受
付
ホ
ー
ル
に
新
た
に
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
、

今
後
更
な
る
展
示
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
内
に
歓
談
の
場
と
し
て
寛
げ
る「
憩

い
の
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
く
の
方
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
館
時
期
に
つ
い
て
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
新
た
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
事
業
部

が
新
設
さ
れ
、
外
山
理
事
が
担
当
理
事
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

音とモノづくりの歴史資料館MAP
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新
型
コ
ロ
ナ
の
問
題
は
、
学
園
の
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
も
難

題
で
す
ね
。

中
で
も
、
本
年
度
入
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
折
角
入
学
し
た

大
学
に
登
校
す
ら
出
来
ず
、
学
友
と
な
る
べ
き
人
と
の
交
流
も

出
来
ず
…
と
い
う
状
態
が
長
期
に
亘
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

ま
た
雄
飛
会
も
、
６
月
の
広
島
県
で
の
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い

た
交
流
会
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
本
部

共
に
手
を
尽
く
さ
れ
て
い
た
準
備
も
水
泡
に
帰
し
、
残
念
な
こ

と
で
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
、
先
行
き
が
見
通
せ
ま
せ
ん
が
早
く
平
常
に
戻
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
本
部
か
ら
近
況
を
と
の
寄
稿
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

50
代
後
半
か
ら
、
体
の
痛
み
に
苛
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
時
に
は
、
自
発
的
疼
痛（
外
的
な
衝
撃
を
与
え
て
発
生

す
る
痛
み
で
は
な
く
て
、
安
静
に
し
て
い
て
も
、
体
の
中
か
ら

我
慢
で
き
な
い
強
烈
な
痛
み
が
発
生
す
る
）
に
見
舞
わ
れ
て
、

非
常
に
難
儀
し
ま
し
た
。
靭
帯
骨
化
症
と
い
う
診
断
。

背
骨
の
周
辺
が
骨
化
し
て
神
経
を
刺
激
し
て
痛
み
が
発
生
す
る

の
で
す
。

数
年
間
に
わ
た
る
痛
み
止
め
の
大
量
投
与
と
リ
ハ
ビ
リ
で
、
少

し
楽
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

体
が
硬
く
な
る
以
上
に
柔
軟
性
を
保
持
す
れ
ば
良
か
ろ
う
と
の

理
屈
で
、
全
身
の
柔
軟
体
操
を
開
始
。

略
々
毎
日
、
60
〜
90
分
の
体
操
に
励
み
、
今
の
と
こ
ろ
は
薬
の

服
用
も
な
く
小
康
を
保
っ
て
い
ま
す
。

敷
地
内
の
空
き
地
に
は
雑
草
を
茂
ら
せ
、
温
暖
化
対
策
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

日
々
結
構
多
忙
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
の
野
菜
を
植
え
て
旬

の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
、
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
合
わ
せ
て
皆
々
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
す
。

百
原
　
武
敏

（
昭
和
42
年
電
子
工
学
科
卒
）

元
情
報
工
学
科
　
助
教
授

活
躍
す
る
O
B
・
O
G

杉
尾
　
民
則（
道
雪
会
会
長
）

（
昭
和
45
年
電
子
工
学
科
卒
）

「
立
花
宗
茂
と
誾
千
代
」N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

招
致
委
員
会
実
行
委
員

「
立
花
山
讃
歌
」　

　

立
花
山
を
朝
に
夕
に
見
続
け
て
58
年
、私
は
ど
れ
だ
け
こ
の

立
花
山
に
励
ま
さ
れ
、癒
さ
れ
、勇
気
を
も
ら
っ
た
こ
と
か
。

　

愛
し
て
止
ま
ぬ
こ
の
立
花
山
を
東
に
見
て
、私
ど
も
大
学
の

創
立
者
桑
原
玉
市
先
生
は
現
在
母
校
が
あ
る
和
白
ヶ
丘
に
立

ち
、こ
れ
か
ら
は
電
子
工
学
の
時
代
だ
と
確
信
の
も
と
建
学
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、西
の
玄
海
の
海
に
夕
陽
が
落
ち
行
く
そ
の
情
景
の

美
し
さ
を
、そ
し
て
そ
の
志
を
今
も
歌
い
続
け
ら
れ
る
学
園
歌

に
記
さ
れ
た
。【
嗚
呼
、玄
海
に
陽
は
落
ち
て
、紫
紺
に
霞
む
立

花
の
、馨
ゆ
か
し
き
峰
の
色
、学
徒
の
夢
を
そ
そ
る
か
な
】（
福
岡

工
業
大
学
学
園
歌
一
番
）

　

こ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
、紫
紺
に
霞
む
立
花
山
に
は
重
要
な

城
が
あ
っ
た
。立
花
山
城
と
い
う
。

　

立
花
山
城
は
1
3
3
0
年
、足
利
尊
氏
の
盟
友
、大
友
貞
戴

（
さ
だ
と
し
）に
よ
っ
て
築
城
。初
代
城
督
立
花
貞
戴
と
改
名
、西

の
大
友
と
謳
わ
れ
筑
前
支
配
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。応
仁

の
乱
以
後
は
博
多
の
支
配
権
を
巡
っ
て
激
し
い
争
奪
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。

　

1
5
6
8
年
、第
7
代
城
督
立
花
鑑
戴（
あ
き
と
し
）が
毛
利

元
就
の
支
援
を
受
け
て
、大
宰
府
宝
満
城
督
高
橋
鑑
種（
あ
き

た
ね
）と
共
に
反
旗
を
起
こ
す
。秋
月
・
宗
像
・
原
田
同
調
す
る
。

　

こ
の
乱
を
鎮
圧
し
た
の
が
大
友
第
一
の
猛
将
戸
次
鑑
連（
後

の
立
花
道
雪
）で
あ
る
。そ
の
後
毛
利
氏
と
の
激
し
い
立
花
城
争

奪
戦
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、戸
次
鑑
連
ら
の
活
躍
で
立
花
城
は

大
友
家
が
奪
還
す
る
。大
友
宗
麟
、戸
次
鑑
連
を
し
て
立
花
城

督
と
な
す
。1
5
7
8
年
、大
友
宗
麟
日
向
高
城
、耳
川
の
戦
い

で
島
津
氏
に
大
敗
北
こ
れ
に
よ
り
大
友
家
は
凋
落
の
一
途
を
辿

る
。寝
返
り
、裏
切
り
の
相
次
ぐ
大
友
勢
力
の
中
で
、一
途
に
大

友
家
に
義
を
貫
き
通
し
た
の
が
、こ
の
鑑
連（
道
雪
）と
親
友
の

高
橋
紹
運
で
あ
る
。高
橋
紹
運
の
長
男
統
虎（
後
の
立
花
宗
茂
）

を
道
雪
娘
の
誾
千
代
の
婿
養
子
と
し
立
花
を
継
が
せ
、道
雪
は

大
友
の
復
権
を
期
し
高
橋
紹
運
と
共
に
筑
後
に
出
陣
、筑
後
を

ほ
ぼ
平
定
す
る
も
柳
川
城
を
抜
け
ず
、1
5
8
5
年
9
月
11
日

筑
後
北
野（
久
留
米
）の
陣
中
に
て
病
死
、73
歳
の
戦
い
続
け
た

一
生
を
閉
じ
る
。ま
た
1
5
8
6
年
7
月
、宗
茂
実
父
の
高
橋
紹

運
も
迫
り
く
る
島
津
の
大
軍
5
万
の
兵
に
岩
屋
城（
太
宰
府

市
）に
て
7
6
3
名
の
寡
兵
に
て
勇
猛
果
敢
な
る
攻
防
戦
に
て

島
津
に
大
打
撃
を
与
え
る
玉
砕
戦
を
行
う
。次
に
攻
め
ら
れ
る

立
花
城
の
宗
茂
を
守
る
た
め
、ま
た
大
友
に
義
を
通
す
為
。

　

そ
の
後
立
花
山
城
の
攻
防
戦
と
な
る
。宗
茂
3
千
の
兵
で
島

津
4
万
5
千
の
軍
と
の
籠
城
戦
に
突
入
す
る
。島
津
軍
も
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、日
数
を
重
ね
る
内
、豊
臣
秀
吉
援
軍
到

着
す
る
。島
津
軍
退
却
に
移
る
。宗
茂
、期
を
逃
さ
ず
追
討
戦
を

行
い
、多
大
の
戦
果
を
上
げ
る
。こ
れ
を
秀
吉
に
西
国
無
双
と
称

さ
れ
、柳
川
13
万
石
の
大
名
と
な
る
。し
か
し
、1
6
0
0
年
関

ケ
原
合
戦
で
西
軍
に
つ
き
、敗
戦
の
将
と
な
り
領
地
没
収
、立
花

家
離
散
、浪
々
の
身
と
な
る
。し
か
し
20
年
後
、柳
川
の
旧
領
回

復
の
奇
跡
の
復
活
を
遂
げ
る
。出
世
、敗
北
、浪
人
、復
活
と
歴

史
に
奔
走
さ
れ
波
乱
万
丈
な
生
涯
を
送
り
な
が
ら
も
人
生
を

諦
め
ず
、人
と
し
て
義
と
は
何
か
・
道
理
と
は
何
か
・
信
と
は
何

か
を
問
い
続
け
な
が
ら
自
分
を
貫
き
通
し
た
宗
茂
で
あ
っ
た
。

　

私
は
こ
の
道
雪
、紹
運
、宗
茂
の
生
様
は
目
の
前
に
聳
え
る
立

花
山
の
奥
の
深
さ
と
優
し
さ
も
つ
生
涯
で
あ
り
、母
校
の
学
園

歌
に
重
な
る
。

　
【
さ
あ
れ
若
人
永
遠
に　

汝
が
生
命
は
火
と
燃
え
て　

行
く

や
世
界
の
真
原
理　

貫
き
と
め
ん
福
工
大
】己
の
信
念
を
、自

己
の
信
じ
る
道
を
高
く
掲
げ
、我
が
命
を
火
の
よ
う
に
燃
や
し

突
き
進
も
う
と
励
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
学
園
歌
が
あ
り
、建
学
の
綱
領
が
あ
る
。後
輩
の

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
母
校
の
発
展
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。

「
60
歳
に
成
っ
て
も
研
究
生
」

　

卒
業
後
、
私
の
地
元
宇
部
市
の
食
品
機
械
メ
ー
カ
ー
に
入
社

し「
お
い
し
い
を
作
る
機
械
屋
さ
ん
」
を
フ
レ
ー
ズ
に
様
々
な

食
品
に
携
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
中
で
も
魚
を
主
原
料
と
す
る
カ

ニ
カ
マ（
カ
ニ
風
味
か
ま
ぼ
こ
）や
エ
ビ
カ
マ
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー

ム
に
も
乗
り
国
内
以
上
に
欧
米
で
大
ヒ
ッ
ト
し
装
置
輸
出
も
続

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
カ
ニ
カ
マ
や
エ
ビ
カ
マ
は「
フ
ェ
イ
ク
」
で
有
り

な
が
ら
、よ
り「
リ
ア
ル
」
な
商
品
形
状
が
求
め
ら
れ
、本
物
そ
っ

く
り
の
剝
き
身
に
仕
上
げ
る
に
は
、
特
徴
で
あ
る
赤
身
と
白
身

が
巧
み
に
絡
む
表
現
可
能
な
高
精
度
の
着
色
技
術
が
必
要
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
６
年
前
に
母
校
情
報
工
学
部
の
松
尾
研
究
室
を
訪

ね
相
談
し
ま
し
た
。
福
工
大
の
特
許
で
あ
る「
静
電
誘
引
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
方
式
」
の
印
刷
技
術
を
用
い
た
食
品
用
赤
色
系
着

色
プ
リ
ン
タ
ー
を
新
た
に
開
発
す
る
事
を
思
い
付
い
た
か
ら
で

す
。

　

そ
し
て
、
教
授
や
研
究
生
の
皆
さ
ん
と
試
験
を
重
ね
、
ま
た

学
食
で
の
意
見
交
換
は
、
私
を
部
活
に
没
頭
し
て
い
た
時
代
へ

と
引
き
戻
さ
せ
て
貰
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
き
生
き
と
開
発
が
進
み
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
番

組
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
の
成
果
を
出
す
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

私
に
は
今
も
付
き
合
う
本
学
卒
の
友
が
３
人
居
て
、
こ
の
話

を
す
る
と
、
皆
う
ら
や
ま
し
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
の
目
標
は
、
今
後
大
量
に
必
要
と
成
る
で
あ
ろ

う「
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
生
産
の
為
の
新
た
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
装
置
の

開
発
を
地
元
大
学
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
真
最
中
で
す
。

こ
こ
で
も
若
い
研
究
生
と
一
緒
に
、
同
じ
目
線
で
悩
む
日
々
が

と
て
も
楽
し
く
て
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

仲
田
　
徳
厚

（
昭
和
58
年
電
子
機
械
工
学
科
卒
）

株
式
会
社
ヤ
ナ
ギ
ヤ

学
園
歌

あ
ゝ
玄
海
に
陽
は
落
ち
て

紫
紺
に
か
す
む
立
花
の

馨
床
し
き
峯
の
色

学
徒
の
夢
を
そ
ゝ
る
か
な

雲
は
る
か
な
る
北
洋
や

仰
ぐ
北
斗
の
ま
た
た
き
に

想
い
は
遠
し
故
郷
の

山
河
新
た
に
胸
に
泌
む

さ
あ
れ
若
人
永
遠
に

汝
が
生
命
は
火
と
燃
え
て

行
く
や
世
界
の
真
原
理

貫
き
と
め
ん
福
工
大

あの先生は 今

　

2
0
1
0
年
3
月
末
の
退
職
後
、
畑
を
借
り
て
の
野
菜
作
り

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
川
口
由
一
氏
が
確
立
さ
れ
た
自
然
農
の

理
を
簡
単
に
述
べ
ま
す
。①「
耕
さ
な
い
」：
耕
さ
な
け
れ
ば
、

土
中
の
小
動
物
や
微
生
物
、
土
壌
菌
な
ど
が
壊
さ
れ
ず
、
自
ず

か
ら
最
善
の
状
態
で
そ
こ
に
在
り
ま
す
。
耕
さ
な
け
れ
ば
、
地

中
だ
け
で
な
く
そ
の
上
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
植
物
や
小
動
物

の
死
体
と
重
な
っ
て
い
く
亡
骸
の
層
と
な
っ
て
、
時
を
重
ね
る

ほ
ど
に
豊
か
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
自
然
農
を
始
め
た
土
地
が

そ
の
適
地
に
な
る
に
は
年
月
が
必
要
で
す
。② 

「
草
や
虫
を
敵

と
し
な
い
」：
草
が
小
動
物
を
生
か
し
、
小
動
物
が
作
物
や
草

を
生
か
し
て
、
一
体
の
営
み
を
し
て
お
り
、
お
互
い
に
欠
か
せ

な
い
存
在
な
ん
で
す
。
人
間
の
都
合
で
肥
料
分
を
補
い
す
ぎ
た

り
、
草
を
刈
り
過
ぎ
た
り
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
病
気
に

な
っ
た
り
虫
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
最
低
限
の
補
い
や
管
理
が

難
し
く
、
い
つ
ま
で
も
学
び
が
必
要
な
の
で
す
。③「
肥
料
と
農

薬
を
用
い
な
い
」：
自
然
界
で
は
耕
し
た
り
肥
料
を
与
え
て
い

な
い
の
に
、
山
の
木
は
大
き
く
育
ち
や
が
て
森
に
な
り
山
菜
や

き
の
こ
が
毎
年
の
よ
う
に
生
え
て
き
ま
す
。
野
菜
や
米
も
同
じ

よ
う
に
、
自
然
の
営
み
に
沿
う
よ
う
に
見
守
れ
ば
育
つ
の
で
す
。

従
来
の
畑
か
ら
自
然
農
に
切
り
替
え
る
と
、
地
中
の
養
分
が
足

り
ず
に
作
物
が
う
ま
く
育
た
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
は
必
要
に
応
じ
て
米
ぬ
か
や
油
か
す
、
草
な
ど
を
補
う
と
い

い
の
で
す
。
土
に
す
き
込
ま
ず
に
上
か
ら
振
り
か
け
た
り
苗
の

近
く
に
置
い
て
お
く
だ
け
で
、
ゆ
っ
く
り
分
解
さ
れ
る
た
め
、

病
気
や
虫
害
も
出
に
く
い
の
で
す
。

小
池
　
勲

元
電
子
情
報
工
学
科
　
講
師

（
昭
和
42
年
電
子
工
学
科
卒
）

自
然
農
の
理
に
沿
っ
て
野
菜
作
り
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電
子
工
業
大
学
か
ら
福
岡
工
業
大
学
へ
の

校
名
変
更
に
つ
い
て一

般
社
団
法
人 

雄
飛
会
　
福
岡
工
業
大
学
同
窓
会
　
事
務
局
長

桑
原 

雅
浩

(

昭
和
58
年
電
気
工
学
科
卒)

学 園 の 歴 史 探 訪

～其の六～
　

今
で
こ
そ
、福
岡
工
業
大
学
の
知
名
度
は
九
州
一
円
に
止
ま
ら

ず
全
国
に
そ
の
名
は
浸
透
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。こ
れ

も
ひ
と
え
に
入
試
広
報
部
を
始
め
と
す
る
事
務
局
各
部
門
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
遵
守
す
る
計
画
的
且
つ
、情
熱
的
な
取
り
組
み

の
お
陰
で
あ
る
と
同
時
に
、教
学
サ
イ
ド
の
教
授
の
皆
様
方
に
よ

る
社
会
の
要
請
に
応
え
た
高
度
な
教
育
研
究
活
動
の
お
陰
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

校
名
変
更
に
際
し
ま
し
て
は
、今
か
ら
55
年
ほ
ど
前
の
昭
和

40
年
に
学
生
部
厚
生
課
・
課
長
で
あ
ら
れ
ま
し
た
小
山
正
栄（
こ

や
ま
ま
さ
え
）氏
が
理
事
長（
創
立
者
）に
九
州
工
業
大
学
に
準

じ
て
電
子
工
業
大
学
の「
電
子
」を「
福
岡
」に
変
え
て
福
岡
工
業

大
学
と
改
名
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
旨
、進
言
さ
れ
ま
し
た
。

校
名
に「
福
岡
」を
入
れ
て
い
る
方
が
学
園
の
知
名
度
向
上
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。加
え
て
、学
園
は
地
の
り
的
に
も
福

岡
市
東
区
に
位
置
し
て
お
り
、J
R
鹿
児
島
本
線
の
沿
線
に
キ

ャ
ン
パ
ス
を
構
え
て
い
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
福
岡
市
の
発

展
と
の
連
動
性
か
ら
、将
来
性
が
あ
り
、学
園
の
更
な
る
発
展
に

必
ず
繋
が
り
ま
す
と
の
こ
と
。

　

今
後
、「
福
岡
」を
校
名
に
付
け
た
く
と
も
、簡
単
に
付
け
に
く

く
な
る
旨
、理
事
長
に
重
ね
重
ね
懇
願
を
さ
れ
て
昭
和
41
年
４

月
よ
り
福
岡
工
業
大
学
と
校
名
を
新
た
め
る
こ
と
が
決
定
し
た

の
で
し
た
。

　

小
山
正
栄
氏
の
進
言
は
、今
に
思
え
ば
学
園
発
展
の
一
翼
を

十
分
に
担
わ
れ
た
も
の
と
思
料
し
ま
す
。改
め
て
小
山
正
栄
氏

の
校
名
変
更
の
進
言
に
対
し
ま
し
て
、遅
れ
ば
せ
な
が
ら
深
く

感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。加
え
て
小
山
正
栄
氏
に
つ
い
て
少

し
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。当
人
の
著
書
に「
え
れ
き
て
る
物
語
」

〜
日
本
電
気
研
究
者
列
伝
〜
と
云
う
書
籍
が
あ
り
ま
す
。こ
の

書
籍
の
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
小
山
氏
は
、「
こ
の
物
語
は
高
等

学
校
生
徒
、大
学
教
養
課
程
の
学
生
を
対
象
に
考
え
て
執
筆
し

た
と
述
べ
て
あ
り
ま
す
。と
に
か
く
、電
気
工
学
や
電
子
工
学
を

専
攻
し
て
い
る
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、日
本
人
で
、す
な
は
ち
私

た
ち
の
先
輩
で
電
気
を
研
究
し
た
人
を
知
っ
て
い
る
か
と
尋
ね

て
も
、案
外
と
知
っ
て
い
な
い
。平
賀
源
内
は
知
っ
て
い
て
も
、橋

本
雲
斎
に
な
る
と
誰
も
知
ら
な
い
。「
福
沢
諭
吉
も
電
気
の
研
究

者
だ
よ
」と
説
明
す
る
と
眼
を
白
黒
さ
せ
て
い
る
。－
こ
れ
で
は

な
ら
ぬ
と
云
う
の
が
執
筆
の
動
機
で
し
た
」と
回
想
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。ま
た
、こ
の
物
語
は
、九
州
電
力
社
長
瓦
林
潔
先
生

の
ご
後
援
を
得
て
お
り
、小
山
氏
は
、誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ぬ

旨
、書
籍
の
巻
頭
に
感
謝
の
意
を
記
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

更
に
、小
山
正
栄
氏
の
経
歴
を
記
し
て
お
き
ま
す
。①
明
治
41

年
佐
賀
県
に
生
ま
れ
る
。②
大
正
14
年
文
官
普
通
試
験
に
合
格
。

郷
里
の
県
立
唐
津
中
学
校
に
勤
務
。③
昭
和
13
年
、福
岡
県
に
転

勤
、地
方
事
務
所
長
、本
庁
課
長
、農
林
事
務
所
長
を
経
て
、東
京

事
務
所
長
、衛
生
部
次
長
、県
農
協
講
習
所
長
を
歴
任
。そ
の
後
、

福
岡
工
業
大
学
学
生
部
厚
生
課
・
課
長
、日
本
科
学
史
学
会
会

員
、福
岡
地
方
史
話
会
会
員
。

　

著
書
に
は
、「
亀
井
南
冥
の
生
涯
」「
大
原
幽
学
伝（
幽
学
物

語
）」「
高
橋
是
清
の
青
年
時
代
ー
唐
津
藩
洋
学
校
教
師
の
頃
」

（「
人
間
創
造
」発
表
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
追
伸　
　

以
上
の
小
山
正
栄
氏
の
校
名
変
更
提
言
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、同
窓
会
の
元
会
長
で
あ
ら
れ
ま
し
た
百

原
武
俊
先
生（
情
報
工
学
部
・
情
報
工
学
科
助
教
授
）に
伺
っ
た

も
の
で
す
。百
原
先
生
が
学
生
時
代
に
小
山
氏
よ
り
直
接
伺
っ

た
こ
と
を
、同
窓
の
皆
さ
ん
に
も
伝
え
る
べ
き
と
の
使
命
感
で
、

誠
に
勝
手
な
が
ら
こ
の
度
の
会
報
27
号
の
記
事
と
し
て
投
稿
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。百
原
先
生
に
は
貴

重
な
お
話
し
を
頂
き
、心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。紙
面
を
借
り
て

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

以　

上
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同
窓
会
で
は
、こ
れ
ま
で
年
一
回
、会
報
を

発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、昨
今
の
状
況

（
宛
先
不
明
に
よ
る
返
却
や
受
取
拒
否
の
連

絡
な
ど
住
所
管
理
が
困
難
、郵
送
料
や
印
刷

代
の
値
上
が
り
等
）を
鑑
み
、紙
媒
体
で
の
発

行
を
中
止
し
、来
年
度
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
の
み
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
く
会
報
を
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
は
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
と
ご
了
承
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

企画・広報部よりお知らせ
　

こ
れ
ま
で
、氏
名
に
、漢
字
の
特
殊
な
字
体

で
あ
る「
異
体
字
」や「
旧
字
」を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、外
字
や
手
書
き
に
て
対
応
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、管
理
シ
ス
テ
ム
移
行
に

伴
い
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
て
使
用
で
き
る
一
般

的
な
字
体
に
統
一
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、変
換
で
き
る
類
似
文
字
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
等
に
置
き
換

え
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組織支援部よりお知らせ

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響
等
を
踏
ま
え
、経

済
的
に
負
担
を
抱
え
る
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
8
0
0

万
円
を
母
校
へ
寄
附
し
、10
月
13
日
に
そ
の
目
録
の
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

紙
媒
体
に
よ
る
会
報

発
行
中
止
の
お
知
ら
せ

学
生
支
援
部
よ
り
お
知
ら
せ

経
済
的
修
学
支
援
金

　
　
8
0
0
万
円
を
寄
附

同
窓
会
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム

移
行
に
伴
う
、

氏
名
の
表
記
の
統
一
に
つ
い
て

同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

写真左：小栁会長　右：下村学長

第
一
応
援
歌

風
荒
れ
さ
わ
ぐ
玄
海
の

海
波
ひ
と
た
び
怒
り
な
ば

朔
北
の
雄
福
工
大

闕
下
に
い
ど
む
戦
い
に

勝
利
の
戦
旗
奪
わ
ん
と

盟
友
会
す
決
戦
場

工
大
　
工
大
　
若
き
工
大

あ
ゝ
団
結
の
力
こ
そ

今
激
闘
の
唯
中
に

栄
光
か
け
て
い
ざ
征
か
ん

決
死
奮
戦
倒
る
と
も

断
固
と
護
れ
青
き
旗

鮮
血
に
じ
む
学
園
旗

工
大
　
工
大
　
若
き
工
大

ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
の
旗
の
下

天
下
の
雄
を
摺
伏
し

あ
げ
る
か
ち
ど
き
た
か
ら
か
に

き
け
玄
海
の
唯
中
に

ひ
と
り
雄
叫
ぶ
福
工
大

万
古
の
歴
史
き
ず
か
ん
や

工
大
　
工
大
　
若
き
工
大
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「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
母
校
の
状
況

（
授
業
等
）お
よ
び
取
り
組
み
」に
つ
い
て

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
母
校
の

就
職
活
動
状
況
お
よ
び
取
り
組
み
」

　
師
走
の
候
、同
窓
会
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
関
し
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、本
年
急
速
に
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、全
世
界
に
甚
大
な
災
禍
を
も

た
ら
し
、今
な
お
終
息
の
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。国
内
に
お
い
て
は
、今
春
、政
府
よ
り
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、休
業
要
請
や
県
を
跨
ぐ
移
動
の
自
粛
要
請
が
出
さ
れ
る
な
ど
、社
会
生
活

に
未
曾
有
の
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
事
態
は
教
育
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、本
学

で
は
前
期
授
業
開
始
の
延
期
や
感
染
防
止
の
た
め
遠
隔
授
業
で
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
開
始
遅
延
に
よ
る
授
業
時
間
の
確
保
や
遠
隔
授
業
へ
の
移
行
、そ
し
て
感
染
防
止
策
な
ど
、こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
対
応
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
「
F
o
r
　
a
l
l
　
t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
〜
す
べ
て
の
学
生
生
徒
の
た
め
に
〜
」の
理
念
の
も
と
、学
生
の
安
全
・
安
心
を

念
頭
に
、学
修
機
会
と
質
の
確
保
の
た
め
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
注
力
し
た
点
は
、感
染
防
止
策
と
遠
隔
授
業
の
環
境
整
備
で
す
。実
験
・
実
習
な

ど
対
面
式
で
実
施
す
る
授
業
に
お
い
て
は
、フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
や
シ
ー
ル
ド
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
を
配

布
し
、演
習
室
等
に
は
換
気
向
上
の
た
め
大
型
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。更
に
学
食

な
ど
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、各
自
で
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
可
能
と
す
る
な
ど
感

染
防
止
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、遠
隔
授
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、学
生
が
受
講
し
や
す
い
よ
う
使

用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
統
一
を
行
う
と
同
時
に
、学
生
の
受
講
環
境
の
調
査
と
整
備
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
遠

隔
授
業
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

　
後
期
も
継
続
し
遠
隔
授
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、感
染
防
止
策
を
十
分
に
施
し
て「
対
面
授

業
」を
拡
大
し
て
い
き「
通
常
の
学
校
運
営
」を
目
指
し
、教
職
員
一
同
、取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど
一
刻
も
早
い
感
染
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
、皆
様
が
安
心
し
て

生
活
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
学
生
へ
の
多
大
な
ご
支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
で
は
本
学
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
、ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
年
2
0
2
0
年
度
の
就
職
活
動
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、前
年
度
ま
で

の
状
況
か
ら
ま
さ
に
一
変
し
、全
国
的
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。本
学
で
は
3
月
に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、西
日
本
最
大
規
模
の
学
内
合
同
企
業
説
明
会
を
、学
生
・
企
業
の
皆
さ
ん

の
安
全
面
を
最
優
先
に
考
慮
し
、止
む
無
く
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。特
に
、4
月
の
政
府
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
以
降
は
、か
つ
て
な
い
各
種
の
行
動
制
限
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
中
、学
生
が
企
業
へ
直
接

出
向
い
て
情
報
収
集
す
る
機
会
が
失
わ
れ
、就
職
活
動
が
大
停
滞
を
起
こ
し
ま
し
た
。本
学
で
は
こ
の

急
激
な
環
境
変
化
を
捉
え
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
就
職
支
援
に
迅
速
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。具
体
的
に
は
、I
T
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説

明
会
、W
e
b
学
生
相
談
、W
e
b
模
擬
面
接
、企
業
採
用
情
報
の
収
集
と
W
e
b
公
開
な
ど
、工
業
大

学
な
ら
で
は
の
取
組
み
に
、い
ち
早
く
着
手
い
た
し
て
お
り
ま
す
。現
在
で
は
、感
染
防
止
策
を
取
り
な

が
ら
、対
面
型
の
学
内
企
業
説
明
会
・
選
考
会
も
再
開
し
て
お
り
、先
の
オ
ン
ラ
イ
ン
型
と
併
用
し
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
の
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
率
は
一
時
期
、前
年
比
で
最
大
で
▲
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
大
き
く
下
回
り
な
が
ら
推
移
し
、極
め

て
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、直
近
9
月
末
の
就
職
率
は
約
90
%（
前
年
比
▲
6
ポ
イ
ン
ト
）と
、よ
う
や

く
前
年
度
水
準
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。当
面
は
不
透
明
な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、本
学
で
は

学
科
別
担
当
職
員
に
よ
る
学
生
一
人
一
人
に
応
じ
た
丁
寧
な
支
援
と
、全
学
一
丸
と
な
っ
た
支
援
態
勢

で「
最
後
の
一
人
ま
で
！
」の
思
い
で
、学
生
の
進
路
決
定
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、今
般
の
コ

ロ
ナ
禍
を
教
訓
と
し
て
、環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
、そ
し
て
確
実
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、引
き
続
き
の
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
工
業
大
学 

教
務
部 

教
務
課

課
長 

北
原　

雄

（
昭
和
62
年
管
理
工
学
科
卒
）

後
期
授
業
が
ス
タ
ー
ト 

対
面
講
義
実
施
へ

　
大
学
の
後
期
授
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
中
心
に
な

っ
て
い
た
前
期
と
は
異
な
り
、本
学
で
は
感
染
拡
大
防
止
策
を
徹

底
し
つ
つ「
対
面
授
業
」の
実
施
比
率
を
高
め
る
べ
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
併
用
し
つ
つ
、実
技
や

実
験
な
ど
の
授
業
で
全
て
の
学
生
が
毎
週
必
ず
キ
ャ
ン
パ
ス
に

登
校
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
。学
生
の
学
ぶ
機
会
を
確
保
で
き

る
よ
う
、全
力
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、学
生
た
ち
の
受
け
入
れ
体
制
を
全
力
で
整
備
し
て
い
ま
す
。

福
岡
工
業
大
学 

就
職
部　
　
　
　
　

事
務
部
長　

三
澤　

礼
一
郎

母
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
授
業
を
行
う
各
教
室
で
は
手
指
消
毒
＆
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
。

学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
学
生
が
集
ま
る
場
所
に
は
非
接
触
式

体
温
検
知
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。福
岡
工
業
大
学
で
は
こ
れ
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
の
た
め
、本
年
度
約

5
0
0
0
万
円
を
投
入
予
定
で
す
。

　
対
面
授
業
の
再
開
の
た
め
、特
に
学
生
た
ち
が
集
う
学
生
食
堂

「
オ
ア
シ
ス
」で
は
万
全
の
感
染
拡
大
防
止
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。体
温
を
自
動
計
測
す
る
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
を
入
り
口
に
設
置
。

4
0
0
枚
の
仕
切
り
板
を
設
置
し
て
各
座
席
を
仕
切
り
ま
し
た
。

現
金
の
手
渡
し
を
避
け
る
た
め
電
子
マ
ネ
ー
の
決
済
端
末
も
新

た
に
導
入
す
る
な
ど
、学
生
た
ち
が
集
え
る
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。
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